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　本学部には、建築学科、都市環境システム学科、デザイン学科、機械工学科、メディカルシステム工学


科、電気電子工学科、ナノサイエンス学科、共生応用化学科、画像科学科、情報画像学科の１０学科があり


ます。　３年次編入学の制度は、昼間の授業を履修するコースだけでなく、都市環境システム学科には、主


として夜間及び土曜日の授業を履修する昼夜開講制の社会人枠を設けています。この社会人枠は、昼間に


職業をもっている勉学意欲のある人を対象に、広く教育の場を提供することを目的として設けているもの


です。両者にはそれぞれ別個に編成されたほぼ同一のカリキュラムが準備されていますが、社会人枠の学


生で時間的に可能な場合には一定の限度内で昼間の授業を履修するコースの授業も履修できます。なお、


修業年限は２年間です。


　編入学生の卒業要件は、２年以上在学し、入学時に認定された普遍教育科目及び専門教育科目の単位を


含めて、各学科で定めた卒業に必要な単位を修得することです。卒業生には、学士（工学）の学位が授与


されます。


　また，本学には、修業年限２年の博士前期課程（修士課程）と修業年限３年の博士後期課程（博士課程）


で構成された大学院工学研究科及び融合科学研究科が設置されており、さらに高度な教育・研究を継続す


る道が開かれています。博士前期課程の修了者には修士の学位が、博士後期課程の修了者には博士の学位


が授与されます。近年、学問の高度化と多様化を反映して多くの学生が大学院へ進学しています。
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工学部入学者受入れの方針（アドミッションポリシー）


【工学部入学者受入れの方針】
・工学部の求める入学者
　コンピュータの発展と普及により、科学技術は大きな転換期を迎えています。私たちは、豊かな社会構
築をめざして効率性や利便性を追求する上で、人にやさしいこと、環境にやさしいことも求められていま
す。工学部では、工学教育の伝統的な専門性を尊重しながらも、その枠を超えて互いの連携・融合を図る
ことにより、常に、広範な社会的要請に応えられる専門教育システムの確立に努めています。そして、「な
ぜ」「いかにして」「何をなすべきか」の３つの能力とマインドを総合的に備え、それを実践できる工学技術
者・研究者の育成を目指します。
　私たちは、工学を「豊かな人間社会の構築をめざす実践の学問」と考えています。社会と環境を支える
技術者・研究者を育成する工学部では、
　１．「なぜ」を問う好奇心・探究心
　２．「何をなすべきか」を主体的に考える力
　３．「いかにしてなすか」を構想し、実践する力


を修得することに、興味と資質を有する人材を求めます。
　本学部の教育理念・目標に合致した学生を選抜するために、３年次編入学では、学力検査等による選抜
の他に推薦による選抜、及び社会人特別選抜を実施しています。また、学力検査、調査書、面接等により、
それぞれの選抜に相応しい志願者の能力や資質に関した総合的な評価に基づき選抜を実施します。


【都市環境システム学科入学者受入れの方針】
・都市環境システム学科の求める入学者
　２１世紀にふさわしい都市概念の創成と、豊かで環境と調和した都市空間の実現に向けて探究心をもち意
欲的に取り組む人


Ⅰ．募集する学科及び募集人員


　備考　社会人枠：主として夜間及び土曜日の授業を履修できる昼夜開講制のコース


日　　　程募集人員募　集　学　科枠


〔出願受付期間〕
平成２４年２月２７日（月）
　　　～２月２９日（水）


〔試験日〕
平成２４年３月１２日（月）


〔合格者発表〕
平成２４年３月２１日（水）


16名都市環境システム学科社会人枠
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Ⅱ．入学者の選抜


１．出願資格
次の①～③のいずれかに該当する者（外国人留学生は、出願できません。なお、「社会人」とは、正社
員に限らず、パート・アルバイト・主婦・ボランティア等、広く社会人としての経験を有する者を指し、
また、「２年以上の経験」については、在学中の経験も含めて構いません。）


①　下記ａ～ｄのいずれかに該当し、平成24年４月１日現在で社会人として２年以上の経験を有し満22
歳以上の者


ａ　高等専門学校を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者
ｂ　理工系の短期大学を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者
ｃ　大学を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者
ｄ　修業年限４年以上の理工系の大学に２年以上在学し（平成24年３月までに２年以上の在学となる者
を含む。）、62単位以上の単位を修得（見込）した者


　（注）１　本学部の昼間の授業を履修するコース及び本学他学部の在学生は出願できません。
　　　　２　出願書類を異にするものがありますので、「３ページ3の④⑤の（注）１」を参照してください。


②　大学入学資格を有し、平成24年４月１日現在で社会人として２年以上の経験を有し満22歳以上の者
　で、修業年限が２年以上かつ課程の修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上である工業及び工業
に関連する分野の専修学校の専門課程を修了した者及び平成24年３月修了見込みの者


③　大学入学資格を有し、放送大学に全科履修生として２年以上在学（平成24年３月までに２年以上の
在学となる者を含む。）した者又は放送大学に編入学し２年次を修了（平成24年３月までに２年次を修
了見込みの者を含む。）した者で、次のア～ウのすべての要件を満たすもの
ア　放送大学科目群履修認証制度に基づく「工学基礎」又は「環境科学の基礎」の認証を取得（見込）
した者
イ　放送大学の外国語科目から４単位以上を修得（見込）した者
ウ　上記ア及びイの修得（見込）単位を含め放送大学科目から62単位以上の単位を修得（見込）した
者


　（注）１　出願書類を異にするものがありますので、「３ページ3の④⑤の（注）１」を参照してください。
２　「環境科学の基礎」認証取得者は、履修科目によっては「工学基礎」認証取得者と比べて入
学時に既修得単位の認定単位数が少なくなる場合があります。
　　詳細は、都市環境システム学科ホームページhttp://www.tu.chiba-u.ac.jp/でご確認ください。


２．出願手続等
　1　出願受付期間　　平成24年２月27日（月）から２月29日（水）まで（必着）


　2　出願方法
3の①～⑧の出願書類を取り揃えてこの要項に添付してある願書送付用封筒に同封し、1の出願受
付期間内に必着するように、書留郵便で工学部学務グループあて送付してください。なお、持参する
場合は、1の出願受付期間の９時から12時、13時から17時の間に工学部学務グループへ提出してくだ
さい。


　（注）１　出願書類に不備がある場合は、受理しません。
　　　　２　出願後の出願内容の変更はできません。
　　　　３　受理した出願書類は、いかなる理由があっても返却しません。


４　本選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか、管理運営業務、修学指導業務、
入学者選抜方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。
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　3　出願書類


　この要項に添付してある所定の各用紙を使用してください。記入に当たっては、
下記（注）及び各用紙に記載されている記入上の注意をよく読んで、黒のボールペ
ンで自筆、楷書でていねいに記入してください。誤って記入した場合は、二重線で
消し、余白に記入してください。なお、「※」の欄は記入しないでください。
（注）１　志願票裏面の「志望の動機・将来の計画」欄を忘れずに記入（２ページ


の出願資格③の者は、社会人経験がある場合に記入）してください。
２　振込後の検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」（金融機関出納印が
押印済のもの）を入学志願票の裏面に必ず貼り付けてください。


志願票①


受験票②


　写真２枚（大きさ縦４㎝×横３㎝、上半身、正面、脱帽で最近３カ月以内撮影の
同じもの）を用意し、志願票に１枚、受験票に１枚貼り付けてください。


写真２枚③


出身学校所定の用紙を使用してください。
（注）１　２ページの出願資格①ｄ又は③の者は、以下のア～ウの書類を提出して


ください。
ア　在学証明書（入学年月日又は在学年次を明記したもの。また、休学期
間があればその期間を明記したもの）又は在学期間証明書（休学期間が
あればその期間を明記したもの）
イ　成績証明書
ウ　今年度の履修予定科目・単位数が明記された資料（履修案内・科目登
録表等）の写し（62単位以上（所定の単位）を修得済みの場合は不要）


２　２ページの出願資格②の者の卒業（見込）証明書については、出願資格
の基準を満たすこともしくは「専門士」の称号を記載したものを提出して
ください。


成績証明書④


卒業（見込）証明書⑤


　出願する前に、この要項に添付してある所定の振込用紙により、検定料30,000円
を最寄りの銀行等の窓口で振り込んでください。（振込手数料は本人負担となりま
す。なお、ゆうちょ銀行では振り込むことができませんので注意してください。ま
た、ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用できません。）
　振込後、銀行等から受領した検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」を志願
票の裏面に貼り付けてください。
（注）いったん納入した検定料は原則として返還しません。ただし、検定料を誤っ
て振り込み、出願しなかった者が平成24年３月30日17時までに本学所定の返還
手続を行った場合は、検定料の全額を返還します。返還手続の詳細については、
工学部学務グループに確認してください。


検定料振込証明書
「貼付用（大学提
出用）」（金融機関
出納印が押印済の
もの）


⑥


　この要項に添付してある所定の封筒に、郵便番号、住所及び氏名を記入し、380
円分の郵便切手（簡易書留料金を含む。）を貼ってください。


受験票送付用封筒⑦


　この要項に添付してある所定のあて名票に、郵便番号、住所及び氏名を記入して
ください。


あて名票⑧
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３．選抜方法
　　総合テストの成績、面接の結果、成績証明書の内容などを総合して行います。


４．試験日時、実施科目及び配点


　（注）１　総合テストは、思考力、理解力、表現力、創造力等を総合的に評価します。
２　過去の総合テスト試験問題（面接を除く。）については、工学部ホームページから、過去２
年分の問題をダウンロードできます。また、工学部学務グループ窓口において、過去２年分の
試験問題（原本）を閲覧できます（短時間の貸し出し可）。詳しくは、千葉大学工学部ホームペー
ジをご覧下さい。


５．試験会場
工学部校舎で行います。なお、試験当日は必ず受験票等を持参してください。
受験に関する注意事項等の詳細については、受験票送付の際に同封するとともに、３月９日（金）９
時に工学部掲示板へ掲示（試験当日まで）します。


６．合格者発表
合格者受験番号を３月21日（水）13時に工学部掲示板へ掲示（３月23日（金）17時まで）するととも
に、合格者に合格通知等を送付します。


３月12日（月）試験日時
学 科 等 14時～10時～12時


面　　接総合テスト都市環境システム学科社会人枠


配　点
合　計


面　接
総　合
テスト


科目配点
学 科 等


200100100都市環境システム学科社会人枠
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Ⅲ．入学手続等


１．入学手続日時及び場所
合格者には平成24年３月21日（水）に入学手続関係書類等を送付します。合格者は、平成24年３月26日


（月）・27日（火）の９時から11時30分、13時から16時の間に工学部学務グループへ直接出向いて入学手続
を行ってください。入学手続を行わないと入学を辞退したものと見なしますので充分注意してください。
　（注）１　入学手続には、「受験票（又は合格通知書）」の提示が必要ですので大切に保管してください。


２　入学手続の際、既修得単位認定申請書類（出身学校の卒業証明書、単位数が記載されている
成績証明書等）を提出していただきます。
３　所定の要件を満たす見込みで出願・受験・合格した者が、入学手続後、平成24年３月末まで
に所定の要件を満たすことができなかった場合は、入学を取り消します。


２．入学手続の際に納入する主な経費
入　 学　 料‥‥‥‥‥‥‥‥‥282,000円
前期分授業料‥‥‥‥‥‥‥‥‥267,900円（年額535,800円）
学生保健互助会費‥‥‥‥‥‥‥　4,000円（２年分）
学生教育研究災害傷害保険料‥‥　2,430円（２年分）（学研災付帯賠償責任保険Ａコース含む）
（注）１　入学料及び授業料等の改定が行われた場合には、改定時から新入学料及び新授業料等が適用


されます。
２　授業料は、希望により前期分の納入の際に後期分も合わせて納入できます。
３　入学料及び授業料が免除される制度があります。
　　詳細は、学生部学生支援課へ問い合わせてください。（電話043-290-2178・2169）
４　納入した入学料は、いかなる理由があっても返還しません。


Ⅳ．身体に障害を有する入学志願者の事前相談
　身体に障害があり、受験上又は修学上特別な配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、次により事前相
談の申請を行ってください。


１．提出書類
　①　事前相談申請書（用紙は、工学部学務グループに請求してください。）
　②　医師の診断書（障害の程度及び必要とする具体的な措置等を記載したもの）


２．相談内容の検討
提出された書類に基づき、本学関係者で検討を行います。ただし、検討の過程において、志願者本人、
保護者又は出身学校関係者へ照会する場合があります。


３．事前相談の締切日
平成24年２月10日（金）


４．申請書請求先及び書類提出先
〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町１番33号
千葉大学工学部学務グループ
電話０４３－２９０－３０５４
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Ⅴ．学科の紹介


■都市環境システム学科
＜人と環境が共存する都市づくりのための総合学科＞


現在、環境に過度な負荷を与えることなく、豊かで快適な都市生活を実現するための技術革新の必要
性が認識されています。人と環境が共存する都市をつくるには、たとえば、エネルギーリサイクル、風
力・太陽光発電、廃棄物の安全な利活用のための技術が必要になります。また、災害に強い都市をつく
るための防災技術、安全で使いやすい情報通信システム、人口減少型時代に対応したコミュニティ形成
など，様々な技術課題を多角的・総合的にとらえる視野も大切です。都市環境システム学科は、都市環
境のあり方を総合的に教育・研究する全国でも数少ないユニークなカリキュラムを用意し、21世紀の豊
かな都市環境の創造に向けて、探究心と総合的視野を持ちつつ積極的に取り組む意欲のある人を求めて
います。 
私たちは都市環境のあり方を考える上で、「場」と「流れ」という２つの概念を導入しています。「場」
は「空間としての都市の特質」であり、「流れ」は「都市の成立に欠かせないすべての動的要素」ととら
え、これらが調和する都市環境こそが私たちがめざすものです。また、総合的な視野、英知と実践力を
以って「人としての尊厳を最も大切に考える都市環境システムの設計」を推進することのできる人材を
育むことが本学科の使命であると考えています。そのための教育カリキュラムは、環境の基盤となる
ハード、人と人とのコミュニティや情報の流通を司るソフトに関する工学的技術を幅広く学び、確かな
専門性を身につけることができるように、１）現場での体験型演習や実験、２）実社会との連携、３）
少人数による実践的トレーニング、４）常に新鮮で実践に生きる知識、５）国際交流の５つを重視して
構成されています。 
当学科は、都市空間計画、都市基盤工学、都市環境工学、都市情報工学の４つの領域から構成され、
都市計画、住環境計画、都市空間設計、都市建築計画、都市防災、都市インフラ、都市施設構造、環境
マネジメント、環境エネルギー、環境リサイクル、都市情報、都市通信、都市数理解析などのテーマに
ついて、連携しながら教育と研究を進めています。
卒業後は、都市環境の形成にかかわる、民間企業（製造、建設、情報通信など）、コンサルタント（設
計、経営など）、シンクタンク、国や自治体、公共企業、教育研究機関、ＮＰＯ（非営利組織）、ベン
チャー企業などで活躍しています。また、専門性を究め、知識と実践力の研鑽を目指ざして大学院（博
士前期課程、博士後期課程）への進学の道もひらかれています。


都市環境システム学科ホームページ　http://www.tu.chiba-u.jp/


Ⅵ．平成24年度工学部３年次編入学試験（社会人枠）実施状況


合格者数受験者数
募集人員募　集　学　科枠


計女男計女男


６１５９１８30名第１次募集
都市環境システム学科社会人枠


８３５10３７24名第２次募集











千 葉 大 学 案 内 図


［工学部への交通］
①ＪＲ総武線「西千葉」駅下車徒歩５分（秋葉原～西千葉間４８分）
　ＪＲ総武線快速利用の場合は「稲毛」駅乗換（東京～稲毛間４０分、稲毛～西千葉間３分）
②京成千葉線「みどり台」駅下車徒歩１０分


千葉大学工学部学務グループ
〒２６３‐８５２２ 千葉市稲毛区弥生町１番３３号


電話０４３（２９０）３０５４
問い合わせは月曜日から金曜日（祝日等を除きます。）の９時から１７時まで
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平成２４年度


千葉大学工学部
都市環境システム学科


（社会人枠）


３年次編入学（第２次）


学生募集要項


平成２３年９月







　本学部には、建築学科、都市環境システム学科、デザイン学科、機械工学科、メディカルシステム工学


科、電気電子工学科、ナノサイエンス学科、共生応用化学科、画像科学科、情報画像学科の10学科があり


ます。３年次編入学の制度は、昼間の授業を履修するコースだけでなく、都市環境システム学科には、主


として夜間及び土曜日の授業を履修する昼夜開講制の社会人枠を設けています。この社会人枠は、昼間に


職業をもっている勉学意欲のある人を対象に、広く教育の場を提供することを目的として設けているもの


です。両者にはそれぞれ別個に編成されたほぼ同一のカリキュラムが準備されていますが、社会人枠の学


生で時間的に可能な場合には一定の限度内で昼間の授業を履修するコースの授業も履修できます。


　なお、修業年限は２年間です。


　編入学生の卒業要件は、２年以上在学し、入学時に認定された普遍教育科目及び専門教育科目の単位を


含めて、各学科で定めた卒業に必要な単位を修得することです。卒業生には、学士（工学）の学位が授与


されます。


　また，本学には、修業年限２年の博士前期課程（修士課程）と修業年限３年の博士後期課程（博士課程）


で構成された大学院工学研究科及び融合科学研究科が設置されており、さらに高度な教育・研究を継続す


る道が開かれています。博士前期課程の修了者には修士の学位が、博士後期課程の修了者には博士の学位


が授与されます。近年、学問の高度化と多様化を反映して多くの学生が大学院へ進学しています。


は じ め に


工学部入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） ……………………　１


Ⅰ．募集する学科及び募集人員　 ………………………………………………　１


Ⅱ．入学者の選抜　 ………………………………………………………………　２


Ⅲ．入学手続等　 …………………………………………………………………　５


Ⅳ．身体に障害を有する入学志願者の事前相談　 ……………………………　５


Ⅴ．学科の紹介　 …………………………………………………………………　６


Ⅵ．平成２４年度工学部３年次編入学試験（社会人枠）実施状況　 …………　６


千葉大学案内図、工学部学務グループ問い合わせ先　 …………………　裏表紙


工学部ホームページ　http://www.eng.chiba-u.ac.jp


目　　　　 次







－ １ －


工学部入学者受入れの方針（アドミッションポリシー）


【工学部入学者受入れの方針】
・工学部の求める入学者
　コンピュータの発展と普及により、科学技術は大きな転換期を迎えています。私たちは、豊かな社会構
築をめざして効率性や利便性を追求する上で、人にやさしいこと、環境にやさしいことも求められていま
す。工学部では、工学教育の伝統的な専門性を尊重しながらも、その枠を超えて互いの連携・融合を図る
ことにより、常に、広範な社会的要請に応えられる専門教育システムの確立に努めています。そして、「な
ぜ」「いかにして」「何をなすべきか」の３つの能力とマインドを総合的に備え、それを実践できる工学技術
者・研究者の育成を目指します。
　私たちは、工学を「豊かな人間社会の構築をめざす実践の学問」と考えています。社会と環境を支える
技術者・研究者を育成する工学部では、
　１．「なぜ」を問う好奇心・探究心
　２．「何をなすべきか」を主体的に考える力
　３．「いかにしてなすか」を構想し、実践する力
を修得することに、興味と資質を有する人材を求めます。
　本学部の教育理念・目標に合致した学生を選抜するために、３年次編入学では、学力検査等による選抜
の他に推薦による選抜、及び社会人特別選抜を実施しています。また、学力検査、調査書、面接等により、
それぞれの選抜に相応しい志願者の能力や資質に関した総合的な評価に基づき選抜を実施します。


【都市環境システム学科入学者受入れの方針】
・都市環境システム学科の求める入学者
　２１世紀にふさわしい都市概念の創成と、豊かで環境と調和した都市空間の実現に向けて探究心をもち意
欲的に取り組む人


Ⅰ．募集する学科及び募集人員


　備考　社会人枠：主として夜間及び土曜日の授業を履修できる昼夜開講制のコース


日　　　程募集人員募　集　学　科枠


〔出願受付期間〕
平成23年11月１日(火)
　　　～11月４日(金)
　　　（11月３日を除く）


〔試験日〕
平成23年11月19日(土)


〔合格者発表〕
平成23年12月２日(金)


24名都市環境システム学科社会人枠







－ ２ －


Ⅱ．入学者の選抜


１．出願資格
次の①～③のいずれかに該当する者（外国人留学生は、出願できません。なお、「社会人」とは、正社
員に限らず、パート・アルバイト・主婦・ボランティア等、広く社会人としての経験を有する者を指し、
また、「２年以上の経験」については、在学中の経験も含めて構いません。）


①　下記ａ～ｄのいずれかに該当し、平成２４年４月１日現在で社会人として２年以上の経験を有し満２２
歳以上の者


ａ　高等専門学校を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者
ｂ　理工系の短期大学を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者
ｃ　大学を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者
ｄ　修業年限４年以上の理工系の大学に２年以上在学し（平成24年３月までに２年以上の在学となる者
を含む。）、62単位以上の単位を修得（見込）した者


　（注）１　本学部の昼間の授業を履修するコース及び本学他学部の在学生は出願できません。
　　　　２　出願書類を異にするものがありますので、「３ページ3の④⑤の（注）１」を参照してください。


②　大学入学資格を有し、平成２４年４月１日現在で社会人として２年以上の経験を有し満２２歳以上の者
で、修業年限が２年以上かつ課程の修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上である工業及び工業に
関連する分野の専修学校の専門課程を修了した者及び平成24年３月修了見込みの者


③　大学入学資格を有し、放送大学に全科履修生として２年以上在学（平成24年３月までに２年以上の
在学となる者を含む。）した者又は放送大学に編入学し２年次を修了（平成24年３月までに２年次を修
了見込みの者を含む。）した者で、次のア～ウのすべての要件を満たすもの
ア　放送大学科目群履修認証制度に基づく「工学基礎」又は「環境科学の基礎」の認証を取得（見込）
した者
イ　放送大学の外国語科目から４単位以上を修得（見込）した者
ウ　上記ア及びイの修得（見込）単位を含め放送大学科目から62単位以上の単位を修得（見込）した
者


　（注）１　出願書類を異にするものがありますので、「３ページ3の④⑤の（注）１」を参照してください。
２　「環境科学の基礎」認証取得者は、履修科目によっては「工学基礎」認証取得者と比べて入
学時に既修得単位の認定単位数が少なくなる場合があります。


　　　　　　詳細は、都市環境システム学科ホームページhttp://www.tu.chiba-u.ac.jp/でご確認ください。


２．出願手続等
　1　出願受付期間　　平成２３年１１月１日（火）から１１月４日（金）まで（必着）（１１月３日を除く）


　2　出願方法
3の①～⑧の出願書類を取り揃えてこの要項に添付してある願書送付用封筒に同封し、1の出願受
付期間内に必着するように、書留郵便で工学部学務グループあて送付してください。なお、持参する
場合は、1の出願受付期間の９時から12時、13時から17時の間に工学部学務グループへ提出してくだ
さい。


　（注）１　出願書類に不備がある場合は、受理しません。
　　　　２　出願後の出願内容の変更はできません。
　　　　３　受理した出願書類は、いかなる理由があっても返却しません。


４　本選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか、管理運営業務、修学指導業務、
入学者選抜方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。







－ ３ －


　3　出願書類


　この要項に添付してある所定の各用紙を使用してください。記入に当たっては、
下記（注）及び各用紙に記載されている記入上の注意をよく読んで、黒のボールペ
ンで自筆、楷書でていねいに記入してください。誤って記入した場合は、二重線で
消し、余白に記入してください。なお、「※」の欄は記入しないでください。
（注）１　志願票裏面の「志望の動機・将来の計画」欄を忘れずに記入（２ページ


の出願資格③の者は、社会人経験がある場合に記入）してください。
２　振込後の検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」（金融機関出納印が
押印済のもの）を入学志願票の裏面に必ず貼り付けてください。


志願票①


受験票②


　写真２枚（大きさ縦４㎝×横３㎝、上半身、正面、脱帽で最近３カ月以内撮影の
同じもの）を用意し、志願票に１枚、受験票に１枚貼り付けてください。


写真２枚③


出身学校所定の用紙を使用してください。
（注）１　２ページの出願資格①ｄ又は③の者は、以下のア～ウの書類を提出して


ください。
ア　在学証明書（入学年月日又は在学年次を明記したもの。また、休学期
間があればその期間を明記したもの）又は在学期間証明書（休学期間が
あればその期間を明記したもの）
イ　成績証明書
ウ　今年度の履修予定科目・単位数が明記された資料（履修案内・科目登
録表等）の写し（62単位以上（所定の単位）を修得済みの場合は不要）


２　２ページの出願資格②の者の卒業（見込）証明書については、出願資格
の基準を満たすこともしくは「専門士」の称号を記載したものを提出して
ください。


成績証明書④


卒業（見込）証明書⑤


　出願する前に、この要項に添付してある所定の振込用紙により、検定料30,000円
を最寄りの銀行等の窓口で振り込んでください。（振込手数料は本人負担となりま
す。なお、ゆうちょ銀行では振り込むことができませんので注意してください。ま
た、ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用できません。）
　振込後、銀行等から受領した検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」を志願
票の裏面に貼り付けてください。
（注）いったん納入した検定料は原則として返還しません。ただし、検定料を誤っ
て振り込み、出願しなかった者が平成24年３月30日17時までに本学所定の返還
手続を行った場合は、検定料の全額を返還します。返還手続の詳細については、
工学部学務グループに確認してください。


検定料振込証明書
「貼付用（大学提
出用）」（金融機関
出納印が押印済の
もの）


⑥


　この要項に添付してある所定の封筒に、郵便番号、住所及び氏名を記入し、３８０円
分の郵便切手（簡易書留料金を含む。）を貼ってください。


受験票送付用封筒⑦


　この要項に添付してある所定のあて名票に、郵便番号、住所及び氏名を記入して
ください。


あて名票⑧
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３．選抜方法
　　総合テストの成績、面接の結果、成績証明書の内容などを総合して行います。


４．試験日時、実施科目及び配点


　（注）１　総合テストは、思考力、理解力、表現力、創造力等を総合的に評価します。
２　過去の総合テスト試験問題（面接を除く。）については、工学部ホームページから、過去２
年分の問題をダウンロードできます。また、工学部学務グループ窓口において、過去２年分の
試験問題（原本）を閲覧できます（短時間の貸し出し可）。詳しくは、千葉大学工学部ホームペー
ジをご覧下さい。


５．試験会場
工学部校舎で行います。なお、試験当日は必ず受験票等を持参してください。
受験に関する注意事項等の詳細については、受験票送付の際に同封するとともに、11月18日（金）９
時に工学部掲示板へ掲示（試験当日まで）します。


６．合格者発表
合格者受験番号を12月２日（金）13時に工学部掲示板へ掲示（12月４日（日）まで）するとともに、
合格者に合格通知等を送付します。


11月19日（土）試験日時
学 科 等 14時～10時～12時


面　　接総合テスト都市環境システム学科社会人枠


配　点
合　計


面　接
総　合
テスト


科目配点
学 科 等


200100100都市環境システム学科社会人枠







－ ５ －


Ⅲ．入学手続等


１．入学手続日時及び場所
合格者には平成24年２月下旬（予定）に入学手続関係書類等を送付します。合格者は、平成24年３月


14日（水）・15日（木）の９時から11時30分、13時から16時の間に工学部学務グループへ直接出向いて入
学手続を行ってください。入学手続を行わないと入学を辞退したものと見なしますので充分注意してく
ださい。
　（注）１　入学手続には、「受験票（又は合格通知書）」の提示が必要ですので大切に保管してください。


２　入学手続の際、既修得単位認定申請書類（出身学校の卒業証明書、単位数が記載されている
成績証明書等）を提出していただきます。
３　所定の要件を満たす見込みで出願・受験・合格した者が、入学手続後、平成24年３月末まで
に所定の要件を満たすことができなかった場合は、入学を取り消します。


２．入学手続の際に納入する主な経費
入　 学　 料‥‥‥‥‥‥‥‥‥282,000円
前期分授業料‥‥‥‥‥‥‥‥‥267,900円（年額535,800円）
学生保健互助会費‥‥‥‥‥‥‥　4,000円（２年分）
学生教育研究災害傷害保険料‥‥　2,430円（２年分）（学研災付帯賠償責任保険Ａコース含む）
（注）１　入学料及び授業料等の改定が行われた場合には、改定時から新入学料及び新授業料等が適用


されます。
２　授業料は、希望により前期分の納入の際に後期分も合わせて納入できます。
３　入学料及び授業料が免除される制度があります。
　　詳細は、学生部学生支援課へ問い合わせてください。（電話043-290-2178・2169）
４　納入した入学料は、いかなる理由があっても返還しません。


Ⅳ．身体に障害を有する入学志願者の事前相談
　身体に障害があり、受験上又は修学上特別な配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、次により事前相
談の申請を行ってください。


１．提出書類
　①　事前相談申請書（用紙は、工学部学務グループに請求してください。）
　②　医師の診断書（障害の程度及び必要とする具体的な措置等を記載したもの）


２．相談内容の検討
提出された書類に基づき、本学関係者で検討を行います。ただし、検討の過程において、志願者本人、
保護者又は出身学校関係者へ照会する場合があります。


３．事前相談の締切日
平成23年10月７日（金）


４．申請書請求先及び書類提出先
〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町１番33号
千葉大学工学部学務グループ
電話０４３－２９０－３０５４
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Ⅴ．学科の紹介


■都市環境システム学科
＜人と環境が共存する都市づくりのための総合学科＞


現在、環境に過度な負荷を与えることなく、豊かで快適な都市生活を実現するための技術革新の必要
性が認識されています。人と環境が共存する都市をつくるには、たとえば、エネルギーリサイクル、風
力・太陽光発電、廃棄物の安全な利活用のための技術が必要になります。また、災害に強い都市をつく
るための防災技術、安全で使いやすい情報通信システム、人口減少型時代に対応したコミュニティ形成
など，様々な技術課題を多角的・総合的にとらえる視野も大切です。都市環境システム学科は、都市環
境のあり方を総合的に教育・研究する全国でも数少ないユニークなカリキュラムを用意し、21世紀の豊
かな都市環境の創造に向けて、探究心と総合的視野を持ちつつ積極的に取り組む意欲のある人を求めて
います。 
私たちは都市環境のあり方を考える上で、「場」と「流れ」という２つの概念を導入しています。「場」
は「空間としての都市の特質」であり、「流れ」は「都市の成立に欠かせないすべての動的要素」ととら
え、これらが調和する都市環境こそが私たちがめざすものです。また、総合的な視野、英知と実践力を
以って「人としての尊厳を最も大切に考える都市環境システムの設計」を推進することのできる人材を
育むことが本学科の使命であると考えています。そのための教育カリキュラムは、環境の基盤となる
ハード、人と人とのコミュニティや情報の流通を司るソフトに関する工学的技術を幅広く学び、確かな
専門性を身につけることができるように、１）現場での体験型演習や実験、２）実社会との連携、３）
少人数による実践的トレーニング、４）常に新鮮で実践に生きる知識、５）国際交流の５つを重視して
構成されています。 
当学科は、都市空間計画、都市基盤工学、都市環境工学、都市情報工学の４つの領域から構成され、
都市計画、住環境計画、都市空間設計、都市建築計画、都市防災、都市インフラ、都市施設構造、環境
マネジメント、環境エネルギー、環境リサイクル、都市情報、都市通信、都市数理解析などのテーマに
ついて、連携しながら教育と研究を進めています。
卒業後は、都市環境の形成にかかわる、民間企業（製造、建設、情報通信など）、コンサルタント（設
計、経営など）、シンクタンク、国や自治体、公共企業、教育研究機関、ＮＰＯ （非営利組織）、ベン
チャー企業などで活躍しています。また、専門性を究め、知識と実践力の研鑽を目指ざして大学院（博
士前期課程、博士後期課程）への進学の道もひらかれています。


都市環境システム学科ホームページ　http://www.tu.chiba-u.jp/


Ⅵ．平成２４年度工学部３年次編入学試験（社会人枠）実施状況


合格者数受験者数
募集人員募　集　学　科枠


計女男計女男


６１５９１８30名第１次募集都市環境システム学科社会人枠











千 葉 大 学 案 内 図


［工学部への交通］
①ＪＲ総武線「西千葉」駅下車徒歩５分（秋葉原～西千葉間４８分）
　ＪＲ総武線快速利用の場合は「稲毛」駅乗換（東京～稲毛間４０分、稲毛～西千葉間３分）
②京成千葉線「みどり台」駅下車徒歩１０分


千葉大学工学部学務グループ
〒２６３‐８５２２ 千葉市稲毛区弥生町１番３３号


電話０４３（２９０）３０５４
問い合わせは月曜日から金曜日（祝日等を除きます。）の９時から１７時まで
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